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富士フイルム株式会社からの直描式露光装置に関する 

事業の譲受及び業務提携の解消に関する協議開始のお知らせ 

 

株式会社アドテックエンジニアリング（本社：東京都港区、代表取締役社長：水野 修、以下、

「アドテックエンジニアリング」）は、平成 25 年 9 月 30 日開催の取締役会において、富士フ

イルム株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：中嶋 成博、以下、「富士フイルム」）か

らプリント配線板向け直描式露光装置（※1）の設計・販売・保守に関する事業を譲り受けるこ

と、及びそれに伴って富士フイルムとの業務提携の発展的な解消を協議するに当たって基本合

意書を締結することを決議し、富士フイルムとの協議を開始いたしましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

今後、アドテックエンジニアリングは富士フイルムと協力し、平成 25年 10月末日を目途に

事業譲渡契約書を締結できるよう交渉を進めてまいります。 

 

記 

 

１．事業譲受及び業務提携解消の理由 

アドテックエンジニアリングは富士フイルムとの業務提携に基づき、直描式露光装置の製造

受託や海外顧客への販売及び保守サービスの提供により、業容の拡大を図ってまいりました。 

一方、富士フイルムにおいては、直描式露光装置の設計及び製造と、国内顧客を中心とした

販売及び保守ならびに主要部品である露光エンジンの開発及び製造を行っており、両社は相互

の特色を融合させることで互いの事業の発展を図ってまいりました。 

今回の事業譲受により、アドテックエンジニアリングは従来からの海外顧客への直描式露光

装置の販売に加えて、国内顧客に対する販売及び製造ならびに露光エンジンの開発、製造まで

行うことになり、収益性の向上や顧客ニーズへの迅速な対応が可能になるため、富士フイルム

からプリント配線板向け直描式露光装置の設計・販売・保守に関する事業を譲り受け、それに

伴って富士フイルムとの業務提携を発展的に解消することが、アドテックエンジニアリングの

企業価値の向上に資するものであると判断し、今回の決議に至りました。 



２．事業譲受及び業務提携解消の内容 

（１）譲受け部門の内容 

 直描式露光装置の設計・販売及び保守 

 直描式露光装置における露光エンジンの開発及び製造 

 

（２）解消する業務提携の内容 

 デジタル露光装置（※1）に関する製造委託基本契約（※2） 

 デジタル露光装置（※1）に関する独占的販売取引基本契約（韓国）（※2） 

 デジタル露光装置（※1）に関する販売取引基本契約（台湾・中国）（※2） 

※1 - 上記各契約は、第 29期有価証券報告書の「経営上の重要な契約等」において開示

している契約です。なお、「デジタル露光装置」は「直描式露光装置」と同義です。 

※2 - 富士フイルムからの事業譲受に伴い上記各契約が解消された後は、アドテックエン

ジニアリングが、自社の製品として直描式露光装置の製造・販売を行う予定です。 

 

３．事業譲受及び業務提携解消の相手先の概要 

（１） 名 称 富士フイルム株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区赤坂 9丁目 7番 3号 

（３） 代 表 者 代表取締役社長 中嶋 成博 

（４） 事 業 内 容 イメージングソリューション及びインフォメーションソリューシ

ョンの開発、製造、販売、サービス 

（５） 資 本 金 40,000百万円（平成 25年 3月 31日現在） 

（６） 設立年月日 平成 18年 10月 2日 

（７） 大 株 主 富士フイルムホールディングス株式会社 100.0% 

 

４．日 程 

（１） 基本合意書締結の取締役会決議日 平成 25年 9月 30日 

（２） 事 業 譲 渡 契 約 締 結 日 平成 25年 10月 31日（予定） 

 

５．今後の見通し 

今回の事業譲受に関する基本合意書の締結が平成 25 年 9 月期の業績へ与える影響はありま

せん。平成 26 年 3 月期（※3）の業績へ与える影響につきましては現在精査中です。明らかに

なり次第、速やかにお知らせいたします。 

※3 - 平成 24年 12 月 20日に開示しております「第 29期定時株主総会決議ご通知」の

通りですが、アドテックエンジニアリングは決算日を 9 月 30 日から 3 月 31 日へ

変更する予定です。 

以 上 

 



（参考）当期業績予想（平成 25年 7月 31日公表分）及び前期実績 (百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期業績予想 

（平成 25年 9月期） 
6,343 △240 △233 △885 

前期実績 

（平成 24年 9月期） 
8,010 28 △14 △235 

 


